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マ
ス
ク
必
須

の
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
の
時
代
、

厚
労
省
は
「
原

則
、
野
外
で
は
不
要
」
と
は

言
う
も
の
の
、
な
か
な
か
外

し
に
く
い
。

　

マ
ス
ク
の
着
用
に
よ
っ
て

子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
言
葉
の
発
達
へ
の
影

響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特

に
手
話
話
者
は
顔
の
表
情
、

口
の
動
き
が
見
え
な
く
な
る

た
め
、
マ
ス
ク
の
弊
害
は
よ

り
大
き
い
。
歯
科
で
も
口
呼

吸
に
よ
る
不
正

合
や
う
蝕

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
へ
の
新
た
な
対
応
と
し

て
、
一
部
の
医
療
機
関
に
感

染
者
の
外
来
・
入
院
の
受
け

入
れ
義
務
化
に
向
け
た
法
改

正
を
決
め
た
。
従
わ
な
い
医

療
機
関
に
罰
則
を
設
け
る
こ

と
な
ど
に
疑
問
の
声
が
上
が

っ
て
い
る
。
医
療
機
関
へ
の

十
分
な
支
援
が
な
い
中
で
の

義
務
化
は
、
地
域
医
療
に
重

大
な
支
障
を
及
ぼ
し
か
ね
な

い
。

　

岸
田
首
相
は
、
軍
事
費
倍

増
の
財
源
に
コ
ロ
ナ
対
策
の

積
立
金
を
充
て
る
こ
と
も
検

討
す
る
と
い
う
。
地
に
足
の

つ
い
た
コ
ロ
ナ
対
策
や
物
価

高
騰
対
策
こ
そ
す
す
め
て
欲

し
い
も
の
だ
。

 

（
Ｙ
）

オンライン
資格確認

個
人
情
報
保
護
な
き
デ
ジ
タ
ル
化

共
済
部
か
ら
の
ご
案
内

共
済
部
か
ら
の
ご
案
内

を
大
企
業
な
ど
に
「
合
法

的
」
に
提
供
す
る
仕
組
み
を

作
り
、
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

な
ど
に
活
用
を
し
て
も
ら
お

う
と
い
う
意
味
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
庁
は

デ
ジ
タ
ル
庁
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用

拡
大
の
司
令
塔

拡
大
の
司
令
塔

　

新
た
に
設
置
さ
れ
た
デ
ジ

タ
ル
庁
は
、
デ
ジ
タ
ル
改
革

を
進
め
る
た
め
の
司
令
塔
と

し
て
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を

正
確
か
つ
効
率
的
に
行
う
た

め
の
Ｉ
Ｄ
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
や
、
万
能
身
分
証
化
を

図
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
そ
し
て
公
的
個
人
認
証

制
度
を
所
管
し
て
い
ま
す
。

河
野
デ
ジ
タ
ル
大
臣
は
、
10

月
13
日
の
記
者
会
見
で
、
２

０
２
４
年
秋
に
健
康
保
険
証

を
原
則
廃
止
す
る
と
発
言
し

ま
し
た
。
健
康
保
険
制
度
の

所
管
は
厚
生
労
働
大
臣
な
の

に
、
な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
大
臣
が

発
表
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
は
デ
ジ
タ
ル
庁
の
長
は
首

相
で
あ
り
、
同
庁
は
首
相
直

轄
の
行
政
機
関
と
し
て
他
の

ど
の
省
庁
よ
り
も
上
位
に
位

置
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
大

臣
の
言
葉
は
首
相
の
言
葉
だ

か
ら
で
す
。

　

河
野
大
臣
は
11
月
２
日
に

開
か
れ
た
経
済
財
政
諮
問
会

議
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
と
個
人
情
報
の
紐
付
け
の

「
迅
速
化
を
図
る
」
た
め
、

番
号
法
な
ど
の
法
改
正
で
は

な
く
政
省
令
で
済
ま
せ
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。
閣
議

や
各
省
の
大
臣
の
決
定
だ
け

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用

拡
大
を
際
限
な
く
進
め
て
い

こ
う
と
い
う
、
法
も
国
会
審

議
も
必
要
な
し
の
考
え
で
す

―
―
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
首
相

の
意
向
で
し
ょ
う
。
果
た
し

て
こ
れ
で
も
民
主
主
義
国
家

と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
ど
う

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
ど
う

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か

　

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
が

全
て
日
本
と
同
じ
方
向
を
向

い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

は
全
加
盟
国
に
適
用
さ
れ
る

個
人
情
報
保
護
制
度
の
根
拠

法
と
し
て
「
一
般
デ
ー
タ
保

護
規
則
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）」
を

２
０
１
８
年
に
施
行
し
ま
し

た
。
同
規
則
に
は
プ
ロ
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
に
対
し
て
異
議
を

唱
え
る
権
利
と
と
も
に
、
法

的
効
果
や
重
大
な
影
響
を
も

た
ら
す
決
定
を
プ
ロ
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
を
含
む
自
動
処
理
の

み
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
い
権

利
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
さ
れ
な
い
権
利
が
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
で
は
プ
ロ
フ

ァ
イ
リ
ン
グ
と
い
う
言
葉
自

体
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル

改
革
関
連
法
と
し
て
改
正
さ

れ
た
個
人
情
報
保
護
法
に

は
、
こ
う
し
た
権
利
は
う
た

わ
れ
て
お
ら
ず
、
デ
ジ
タ
ル

化
社
会
形
成
基
本
法
の
基
本

理
念
に
は
「
個
人
情
報
保

護
」
の
文
言
す
ら
あ
り
ま
せ

　

解
約
一
時
金
の
年
内
受
取
を
ご
希
望
の
方

は
、
所
定
の
請
求
書
を
12
月
14
日
（
水
）
協
会

必
着
で
お
送
り
下
さ
い
。
受
取
額
が
１
０
０
０

万
円
以
上
の
場
合
は
、
本
人
確
認
書
類
と
し
て

「
運
転
免
許
証
」
も
し
く
は
「
健
康
保
険
証
」

の
両
面
コ
ピ
ー
が
必
要
で
す
。
解
約
一
時
金
の

入
金
が
年
始
で
も
、
保
険
会
社
が
12
月
30
日
ま

で
に
支
払
手
配
し
た
分
は
今
年
の
所
得
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

危険性危険性
のの
制度制度

マイナンバーマイナンバー
とと

デジタル化デジタル化

⑤

黑田充
（自治体情報政策研究所）

個
人
情
報
を

個
人
情
報
を

「
も
う
け
の
タ
ネ
」に

「
も
う
け
の
タ
ネ
」に

　

２
０
２
１
年
５
月
、
デ
ジ

タ
ル
庁
設
置
法
を
含
む
デ
ジ

タ
ル
改
革
関
連
法
が
成
立
し

ま
し
た
。
同
法
は
政
府
が
進

め
る
デ
ジ
タ
ル
化
政
策
の
根

拠
法
で
す
が
、
そ
の
も
と
と

な
っ
て
い
る
の
は
菅
内
閣
が

２
０
２
０
年
12
月
に
閣
議
決

定
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

実
現
に
向
け
た
改
革
の
基
本

方
針
」
で
す
。

　

方
針
に
は
デ
ー
タ
は
価
値

創
造
の
源
泉
で
あ
り
、
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
形
成
に
は
多
様

な
主
体
に
よ
る
デ
ー
タ
の
円

滑
な
流
通
を
可
能
と
し
、
分

野
を
跨
が
っ
た
デ
ー
タ
連
携

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
個
人
情
報
を

「
も
う
け
の
タ
ネ
」
に
す
る

た
め
に
、
市
役
所
等
の
行
政

機
関
な
ど
が
持
つ
個
人
情
報

ん
。
個
人
情
報
の
利
活
用
一

辺
倒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
私
た

ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る

可
能
性
を
持
つ
道
具
で
す
。

し
か
し
、
使
い
方
を
誤
れ
ば

人
権
侵
害
を
引
き
起
こ
し
、

監
視
社
会
を
も
招
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
大
事
な
点
は
基

本
的
人
権
を
守
る
た
め
に
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
ど
う
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
の
か
で
す
。

「
漏
れ
た
ら
恐
い
」
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
政
府
や
大
企

業
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
改
革

の
思
惑
を
知
り
、
何
が
問
題

な
の
か
を
理
解
し
、
憲
法
13

条
の
「
す
べ
て
国
民
は
、
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
」
に

基
づ
く
議
論
を
巻
き
起
こ
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

 

（
お
わ
り
）

解
約
一
時
金
の
年
内
受
取

12
月
14
日（
水
）
協
会
必
着

保
険
医
年
金

％
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

紛
失
・
更
新
切
れ
・
破
損
な
ど

へ
の
対
応
」

69
％
が
続
く

（
図
４
）。
今
後
の
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
歯
科
医
師
の
切

実
な
現
状
を
表
し
て
お
り
、

保
険
証
廃
止
の
政
府
方
針
の

撤
回
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

保
険
証
廃
止
に
よ
る
医
療

現
場
や
患
者
へ
の
影
響
・
危

惧（
複
数
回
答
）
で
は
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
不
慣

れ
な
患
者
へ
の
窓
口
対
応
の

増
加
」が
82
％
と
最
も
多
く
、

「
シ
ス
テ
ム
不
具
合
時
に
診

療
継
続
が
困
難
と
な
る
」
75

み
」
は
48
％
の
一
方
、
４
割

が
「
現
時
点
で
わ
か
ら
な

い
」
と
回
答
し
た
。
導
入
の

初
期
コ
ス
ト
・
見
積
額
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
44
％
が
補
助

金
額
を
上
回
っ
た
と
回
答
。

厚
労
省
は
12
月
末
ま
で
に
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
申
請
し
、

３
月
末
ま
で
に
運
用
開
始
し

た
医
療
機
関
に
対
し
、
42
・

９
万
円
の
補
助
金
を
給
付
し

て
い
る
が
、
多
く
の
医
療
機

関
が
補
助
金
だ
け
で
は
賄
え

て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

保
険
証
廃
止「
反
対
」

保
険
証
廃
止「
反
対
」

  

6565
％％

　

現
行
保
険
証
を
24
年
秋
に

廃
止
す
る
政
府
方
針
に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
反
対
が

65
％
と
、
賛
成
の
８
％
を
大

き
く
上
回
っ
た
（
図
３
）
。

「
必
要
性
を
感
じ
な
い
が
義

務
化
さ
れ
た
か
ら
」
と
の
回

答
は
80
％
に
上
り
、
大
半
が

や
む
を
得
ず
導
入
を
準
備
し

て
い
る
実
態
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。

　

義
務
化
の
期
限
と
な
る
来

年
３
月
末
ま
で
の
シ
ス
テ
ム

導
入
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、「
導
入
で
き
る
見
込

　

導
入
を
準
備
中
と
回
答
し

た
会
員
に
対
し
、
導
入
の
理

由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
必

要
性
を
感
じ
た
か
ら
」
と
の

回
答
は
10
％
に
留
ま
っ
た
。

一
定
の
医
療
機
関
の
廃
業
、

切
り
捨
て
を
意
味
す
る
。

「
必
要
性
な
い
」導
入

「
必
要
性
な
い
」導
入

  

8080
％％

改
修
費
用
」
や
「
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
」
「
窓
口
対

応
で
き
る
人
員
不
足
へ
の
不

安
」
が
続
く
（
図
２
）
。
義

務
化
を
強
行
す
る
こ
と
は
、

「
運
用
開
始
済
み
」
は
21
％

に
と
ど
ま
っ
た
（
図
１
）。

　

「
導
入
で
き
な
い
」
と
の

回
答
者
を
年
齢
別
に
み
る

と
、「
60
代
」

33
％
、「
70

歳
」
40
％
と
な
り
、
60
歳
以

上
の
歯
科
医
師
に
お
い
て
よ

り
高
率
で
あ
っ
た
。

　

導
入
で
き
な
い
理
由
（
複

数
回
答
）
で
は
、「
多
額
の

「
導
入
で
き
な
い
」

「
導
入
で
き
な
い
」

  

2020
％％

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
原

則
義
務
化
に
つ
い
て
シ
ス
テ

ム
の
導
入
状
況
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、20
％
が
「
導
入
し
な
い

・
で
き
な
い
」
、48
％
が
「
導
入

準
備
中
」
と
答
え
た
一
方
、

23
年
４
月
の
義
務
化
を
前
に

　

政
府
は
、
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
の
医
療
機
関

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
原
則
義
務
化
と
併

せ
、
24
年
秋
に
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
「
マ
イ
ナ

保
険
証
」
の
導
入
を
掲
げ
る
。
廃
業
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
訴
え
る
切
実
な
声
も
あ
り
、
医
療
現
場
に

困
惑
と
怒
り
の
声
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
協
会
・
保
団
連
は
医
療
現
場
の
実
態
・
意
識

調
査
を
実
施
し
た
。
大
阪
歯
科
集
約
分
の
結
果
は

次
の
通
り
（
会
員
２
８
３
４
人
を
抽
出
し
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
送
付
。
回
答
率
は
10
％
）
。

会員アンケート会員アンケート

尽
き
ぬ
不
安 

医
療
現
場
に
押
し
つ
け

図１　 オンライン資格確認
システムの導入状況

運用開始済み
21%

導入を準備中
（見積もり、契約等）

48%

導入を準備中
（見積もり、契約等）

48%

導入しない・
導入できない
20%

導入しない・
導入できない
20%

無回答
10%
無回答
10%

図３　保険証の廃止

図２　 導入しない・導入できない
理由（複数回答）

図４　 保険証廃止による医療現場や
患者への影響・危惧（複数回答）

多額のレセコン等の改修費用

オンライン請求をしていない 67%

67%

57%

52%

50%

48%

40%

37%

27%

18%

情報セキュリティ対策の不安

レセプト請求枚数が少ない

対応できるスタッフの不在・不足

補助金を上回るシステムの整備費用

高齢で閉院予定

光回線（NTT）未開通

レセプト返戻枚数がわずか

建物構造上、光回線の整備が困難

反対
65%

どちらでもない
26%

賛成
8%

無回答
1%

・ マイナ保険証に不慣れな患者への窓口応対の増加 82％
・システム不具合時に診療継続が困難 75％
・ マイナ保険証紛失・更新切れ・破損などへの対応 69％
・ マイナ保険証の携帯・持参が困難な患者（単身高齢
者等）への対応 68％

・ システム不具合時に業者から迅速なサポートが得ら
れるか不安 66％

・情報漏洩やセキュリティ対策が不安 65％
・災害や停電時の資格確認（診療継続）が困難 59％
・ 院内でのマイナ保険証の紛失・盗難などトラブル増
加 55％

・有効な被保険者が無効とされた時の対応が困難 54％
・審査支払機関のシステム障害時の対応が不安 48％

　保険請求のご相談や年金・
休業保障制度のお問い合わせ
は直通番号をご利用ください。
社保研究部 06-6568-7467
共　済　部 06-6568-7438

協会直通番号のご案内


